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プラント動向～耶馬渓ファーム（大分県中津市）
～新農場の建設、ＢＭＷ技術の導入が進んでいます～

荷
下
ろ
し
に
は
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
使

用
し
ま
し
た
が
、
こ
の
機
械
を
設
置
す

る
汚
泥
脱
水
機
室
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
台
座
に
乗
せ
る
に
は
、
試
行
錯
誤
が

必
要
で
少
し
苦
労
し
ま
し
た
。

設
置
に
は
３
日
間
か
か
り
、
全
て
無

事
に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
プ
ラ
ン
ト
土
木
槽
の
開
口
部

の
周
り
に
は
、
槽
内
に
落
ち
な
い
よ
う

に
手
す
り
も
取
り
付
け
ら
れ
、
安
全
に

作
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

       

（
報
告
：
匠
集
団
そ
ら
星
加
浩
二
）

◎
耶
馬
渓
フ
ァ
ー
ム
に
つ
い
て

耶
馬
渓
フ
ァ
ー
ム
の
総
面
積
は
８
．
３

ｈ
ａ
、
乳
牛
の
飼
養
頭
数
は
仔
牛
な
ど
を

含
め
約
千
頭
、
年
間
８
千
ト
ン
の
乳
量
の

生
産
を
目
指
し
ま
す
。
同
じ
く
中
津
市
山

国
町
に
は
牛
乳
を
瓶
に
詰
め
る
工
場
「
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
ミ
ル
ク
」
が
新
設
さ
れ
、

２
０
２
５
年
春
か
ら
本
格
稼
働
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
日
田
市
に
は
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

（
飼
料
配
合
施
設
〜
注
釈
①
）
が
新
設
さ
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な
お
、農
場
の
開
所
は
７
月
１
日
（
水
）

に
予
定
さ
れ
て
お
り
、
５
月
中
旬
か
ら

は
プ
ラ
ン
ト
の
試
運
転
を
開
始
す
る
予

定
で
い
ま
す
。

◎
ブ
ロ
ア
と
汚
泥
脱
水
機
の
設
置

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

２
月
１６
日
か
ら
３
日
間
、
曝
気
用
の

ブ
ロ
ア
と
汚
泥
脱
水
機
の
設
置
を
行
な

い
ま
し
た
。

ブ
ロ
ア
は
曝
気
用
の
空
気
を
送
る
機

械
で
す
。
飲
水
改
善
プ
ラ
ン
ト
に
は
１

台
、
排
水
処
理
プ
ラ
ン
ト
と
生
物
活
性

水
プ
ラ
ン
ト
に
は
合
わ
せ
て
６
台
（
予

備
含
む
）
の
ブ
ロ
ア
を
設
置
し
て
、
メ

イ
ン
エ
ア
配
管
と
接
続
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
排
水
処
理
プ
ラ
ン
ト
に
は
、

処
理
過
程
で
出
て
く
る
余
剰
の
汚
泥
を

処
理
す
る
汚
泥
脱
水
機
の
搬
入
と
据
付

け
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
機
械
は
汚
泥
脱

水
機
本
体
と
撹
拌
す
る
タ
ン
ク
、
凝
集
剤

の
添
加
装
置
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
お

り
、
総
重
量
が
４
２
０
ｋｇ
も
あ
り
ま
す
。

大
分
県
中
津
市
耶

馬
溪
町
の
耶
馬
渓

フ
ァ
ー
ム
は
、
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
産

直
び
ん
牛
乳
を
生
産
す
る
酪
農
場
と
し

て
、
昨
年
か
ら
農
場
建
設
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
乳
牛
１
０
０
０
頭
規
模
の
農
場

に
は
、
飲
水
改
善
プ
ラ
ン
ト
、
パ
ー
ラ
ー

か
ら
出
る
排
水
を
処
理
す
る
排
水
処
理

プ
ラ
ン
ト
、
そ
の
処
理
水
を
原
料
に
生

物
活
性
水
プ
ラ
ン
ト
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

飲
水
改
善
プ
ラ
ン
ト
は
日
使
用
量

１
８
０
ｔ
、
排
水
処
理
は
日
排
水
量
２５

ｔ
（
最
大
３０
ｔ
）、
生
物
活
性
水
の
日
生

産
量
は
約
２
ｔ
、
西
日
本
で
は
最
大
規

模
の
Ｂ
Ｍ
プ
ラ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

昨
年
１０
月
に
配
管
工
事
が
完
了
し
、
そ

の
後
に
自
然
石
槽
へ
の
軽
石
と
花
崗
岩

の
投
入
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
１１
月
か
ら

建
屋
の
建
設
が
始
ま
り
、
プ
ラ
ン
ト
の
建

物
と
し
て
は
完
成
し
ま
し
た
。
現
在
は
、

機
械
類
の
設
置
、
電
気
工
事
、
畜
舎
や

堆
肥
場
と
プ
ラ
ン
ト
を
繋
ぐ
配
管
な
ど
、

内
部
の
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
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れ
、
飼
料
原
料
の
国
産
化
に
向
け
て
、
産
直
青

果
・
米
生
産
者
、取
引
き
メ
ー
カ
ー
（
食
品
加
工
・

飲
料
）
の
協
力
の
も
と
、
耕
作
放
棄
地
な
ど
を

活
用
し
た
飼
料
用
作
物
の
栽
培
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
す
す
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
産
直
青
果
・
米

生
産
者
が
、
粗
飼
料
と
な
る
Ｗ
Ｃ
Ｓ
稲
（
飼
料

用
稲
）・
サ
イ
レ
ー
ジ
コ
ー
ン
、
イ
タ
リ
ア
ン
ラ

イ
グ
ラ
ス
が
九
州
各
地
で
栽
培
を
は
じ
め
ま
し

た
。
そ
の
他
、
配
合
飼
料
や
乾
牧
草
な
ど
、
当

面
は
輸
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
原
料
の
一
部

は
、
遺
伝
子
組
み
換
え
の
も
の
が
混
入
し
な
い

よ
う
適
切
に
分
別
生
産
流
通
管
理
さ
れ
た
飼
料

を
調
達
し
て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
取
引
メ
ー
カ
ー
か
ら
は
、

発
酵
飼
料
の
原
料
と
し
て
ウ
イ
ス
キ
ー
粕
や
米

（
破
砕
米
な
ど
）、
そ
う
め
ん
の
端
材
な
ど
の
提

供
を
受
け
、
未
利
用
資
源
も
活
用
し
た
地
域
内

有
畜
複
合
循
環
型
農
業
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

【
注
釈
①
】
Ｔ
Ｍ
Ｒ
と
は
、
Ｔ
ｏ
ｔ
ａ
ｌ
・
Ｍ
ｉ

ｘ
ｅ
ｄ
・
Ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
の
頭
文
字
で
「
混

合
飼
料
」「
完
全
飼
料
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、

栄
養
を
考
え
な
が
ら
粗
飼
料
と
濃
厚
飼
料
を

混
ぜ
合
わ
せ
て
牛
に
エ
サ
と
し
て
与
え
る
方

法
で
す
。
こ
れ
を
大
き
な
規
模
で
行
い
、
畜

産
農
家
に
混
ぜ
合
わ
せ
た
栄
養
価
の
高
い
エ

サ
を
提
供
し
て
い
る
の
が
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

と
呼
ば
れ
る
施
設
で
す
。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
が
供
給
し
て
い
る
産
直
び

ん
牛
乳
は
、
人
体
に
有
害
な
菌
の
み
を
死
滅
さ

せ
、
生
乳
の
風
味
を
最
大
限
に
残
し
た
７２
℃
、

１５
秒
殺
菌
の
パ
ス
チ
ャ
ラ
イ
ズ
牛
乳
で
あ
り
、

ホ
モ
ゲ
ナ
イ
ズ
（
乳
脂
肪
を
砕
い
て
均
質
化
）

し
な
い
「
ノ
ン
ホ
モ
パ
ス
チ
ャ
ラ
イ
ズ
牛
乳
で

す
。
当
初
は
紙
パ
ッ
ク
で
し
た
が
、
２
０
０
３

年
か
ら
リ
ユ
ー
ス
び
ん
に
よ
る
供
給
が
始
ま
り

ま
し
た
。

２
０
２
１
年
、
そ
れ
ま
で
供
給
し
て
い
た
び

ん
牛
乳
が
事
情
に
よ
り
作
れ
な
く
な
る
こ
と
に

な
り
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
は
下
郷
農
業
協
同

組
合
と
同
農
協
の
酪
農
生
産
者
で
話
し
合
い
を

は
じ
め
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
産
直
び
ん
牛
乳

の
生
産
に
必
要
な
千
頭
規
模
の
酪
農
場
の
建
設

に
合
意
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
が
始
ま
る
と
同
時
に
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技

術
協
会
に
糞
尿
処
理
な
ど
に
つ
い
て
相
談
を
い

た
だ
き
、
乳
牛
の
飼
養
方
法
、
飲
水
改
善
か
ら

堆
肥
製
造
な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
、
意
見
交
換

を
行
な
っ
て
き
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
（
報
告
：
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
秋
山
澄
兄
）

◎
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
常
任

理
事
会
・
匠
集
団
そ
ら

取
締
役
会

１
月
２７
日
（
火
）、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会

常
任
理
事
会
と
匠
集
団
そ
ら

取
締
役
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術

協
会
常
任
理
事
会
で
は
、
昨
年
１０
月
か
ら
今
年

の
１
月
ま
で
に
活
動
報
告
、
第
３４
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技

術
全
国
交
流
会
の
報
告
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、
今
年
の
第
３５
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
全

国
交
流
会
を
岡
山
で
開
催
す
る
こ
と
を
確
認

し
、
さ
ら
に
２
０
２
７
年
か
ら
２
０
２
９
年
ま

で
の
全
国
交
流
会
開
催
地
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
な
い
、
開
催
候
補
地
を
確
認
し
ま
し
た
。

匠
集
団
そ
ら
取
締
役
会
で
は
、
第
３３
期

（
２
０
２
５
年
２
月
か
ら
２
０
２
６
年
１
月
）
の

事
業
報
告
と
決
算
予
測
報
告
が
行
な
わ
れ
、
第

３３
期
は
利
益
計
上
と
な
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
第
３３
期
株
主
総
会
を
４
月
９
日

に
開
催
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

◎
や
ま
な
し
自
然
塾
〜
賀
詞
交
歓
会
〜

２
月
４
日
（
水
）、
山
梨
県
甲
府
市
に
て
や
ま

な
し
自
然
塾
の
賀
詞
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
、
果

樹
生
産
者
を
は
じ
め
、
若
手
も
含
め
約
３０
名
の

出
席
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
西
日
本
Ｂ
Ｍ
Ｗ

技
術
協
会
の
宮
﨑
利
明
さ
ん
も
ゲ
ス
ト
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

会
の
冒
頭
に
萩
原
貴
司
会
長
（
萩
原
フ
ル
ー

ツ
農
園
）
か
ら
、「
気
象
変
動
の
影
響
で
サ
ク
ラ

ン
ボ
や
桃
な
ど
が
作
り
づ
ら
く
な
っ
て
き
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
産
者
同
士
で
し
っ

か
り
情
報
交
換
を
し
つ
つ
、
消
費
者
の
皆
さ
ん

に
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
務
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
向
山
洋
平
事
務
局
長
（
黒
富
士
農
場
）

か
ら
、
昨
年
の
出
荷
実
績
、
第
１５
回
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
や
ま
な
し
、
第
３４
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ

技
術
全
国
交
流
会
へ
の
参
加
報
告
と
、
来
年
度

（
２
０
２
６
年
４
月
以
降
）
の
活
動
計
画
に
つ
い

て
の
報
告
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
懇

親
会
で
は
、
会
員
同
士
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

◎
第
３４
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
全
国
交
流
会
実

行
委
員
会

２
月
９
日
（
月
）、
茨
城
県
水
戸
市
の
パ
ル
シ

ス
テ
ム
茨
城
栃
木
の
会
議
室
に
て
、
第
３４
回
Ｂ

Ｍ
Ｗ
技
術
全
国
交
流
会
の
最
後
の
実
行
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
は
清
水
裕
一
実

行
委
員
長
（
茨
城
Ｂ
Ｍ
）
を
は
じ
め
１５
名
、
昨

年
１１
月
に
開
催
さ
れ
た
全
国
交
流
会
の
振
り
返

り
を
行
な
い
ま
し
た
。

全
国
交
流
会
は
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
無

事
に
終
了
で
き
た
こ
と
、
茨
城
Ｂ
Ｍ
の
取
り
組

み
な
ど
多
く
の
刺
激
を
得
た
こ
と
な
ど
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
人
数
は
交
流
会
１
６
１
名
、

懇
親
会
１
４
８
名
、
宿
泊
１
２
１
名
、
視
察
Ａ

コ
ー
ス
１９
名
、
視
察
Ｂ
コ
ー
ス
３０
名
、
視
察
Ｃ

コ
ー
ス
１８
名
、
視
察
Ｄ
コ
ー
ス
２８
名
。
懇
親
会

へ
は
、
４７
の
団
体
・
個
人
か
ら
５２
品
目
の
食
材
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提
供
を
い
た
だ
い
た
こ
と
の
報
告
も
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

最
後
に
、
出
席
し
た
実
行
委
員
全
員
に
全
国

交
流
会
の
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。

○
全
国
か
ら
多
く
の
人
達
に
参
加
し
て
も
ら

い
、
茨
城
の
取
り
組
み
や
茨
城
県
そ
の
も
の

に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
え
て
良
か
っ
た
。

○
茨
城
の
中
で
も
横
の
繋
が
り
が
で
き
て
良

か
っ
た
と
同
時
に
、
全
国
の
皆
さ
ん
と
繫
が

る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。

○
単
な
る
技
術
発
表
だ
け
で
な
く
、
奥
地
先
生

か
ら
地
球
の
歴
史
、
川
田
先
生
か
ら
土
壌
と

微
生
物
を
通
し
て
ミ
ネ
ラ
ル
の
関
係
性
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
他
に
も
様
々
な
感
想
や
意
見
が
あ
り
ま

し
た
が
、
最
後
に
清
水
実
行
委
員
長
か
ら
、「
今

回
の
第
３４
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
全
国
交
流
会
は
成
功

裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
実

行
委
員
会
を
始
め
、
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
全

国
の
皆
さ
ん
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
今
後
も
引
続
き
、
技
術
向
上
に
む
け
学
習
、

研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。」
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
の
皆
様
、
全
国
交
流
会
の
開
催

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

◎
第
２５
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
が  

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２
月
２６
日
（
木
）
か
ら
２７
日
（
金
）
の
２
日

間
、
第
２５
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
基
礎
セ
ミ
ナ
ー

は
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
の
若
手
幹
事
会
に
よ
っ

て
企
画
・
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
月
２６
日
（
木
）
は
、
東
京
都
千
代
田
区
の

エ
ッ
サ
ム
本
社
ビ
ル
「
こ
だ
ま
ホ
ー
ル
」
に
て
、

オ
ー
プ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
開
催
さ
れ
、
会

場
に
３５
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
４０
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

基
調
講
演
は
、
東
京
大
学
大
学
院
特
任
教
授
・

名
誉
教
授
の
鈴
木
宣
弘
氏
を
お
迎
え
し
、「
こ

れ
か
ら
の
食
と
農
、
新
し
い
カ
タ
チ
を
求
め
て
」

と
題
し
て
、
令
和
の
米
騒
動
と
い
わ
れ
る
米
価

高
騰
、
農
政
の
対
応
、
生
産
者
と
消
費
者
の
動

向
を
踏
ま
え
、
日
本
の
食
料
・
農
業
の
本
質
と

裏
側
に
つ
い
て
突
っ
込
ん
だ
お
話
し
や
、
こ
れ

か
ら
の
食
と
農
に
つ
い
て
の
課
題
、
問
題
提
起

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
後
は
オ
ー
プ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
鈴
木
教
授
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
４
名
の
登
壇
者
を
は
じ
め
、
会

場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
参
加
者
か
ら
も
意
見
を
い

た
だ
き
、「
新
し
い
カ
タ
チ
」
に
つ
い
て
議
論
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
４
人
の
生
産
者
に
よ
る
、
昨
年

（
２
０
２
５
年
）
の
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
、
生
物
活
性

水
を
使
用
し
た
実
験
の
取
り
組
み
と
、
今
年

（
２
０
２
６
年
）
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
が

行
な
わ
れ
、
一
日
目
は
終
了
し
ま
し
た
。

翌
２７
日
（
金
）
は
、
茨
城
県
内
に
て
茨
城
Ｂ

Ｍ
の
視
察
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

１９
名
、
昨
年
１１
月
の
全
国
交
流
会
に
参
加
で
き

な
か
っ
た
方
や
、
参
加
し
た
け
れ
ど
視
察
コ
ー

ス
に
参
加
し
な
か
っ
た
方
を
対
象
に
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ

技
術
（
生
物
活
性
水
）
の
可
能
性
を
探
究
す
る

若
手
生
産
者
の
圃
場
に
て
視
察
を
行
な
い
ま
し

た
。第

２５
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

は
、
来
月
４
月
号
（
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
４
０
０
号
）
に

て
詳
し
く
報
告
し
ま
す
。

（
報
告
：
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
事
務
局
秋
山
澄
兄
）

◎
全
国
交
流
会
記
録
集
に
つ
い
て

第
３４
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
全
国
交
流
会
記
録
集
は

各
発
表
の
内
容
詳
細
と
し
て
、
各
発
表
者
の
資

料
デ
ー
タ
と
質
疑
応
答
を
含
む
発
言
を
す
べ
て

掲
載
し
て
い
ま
す
。

発
行
は
今
年
の
２
月
末
で
、
匠
集
団
そ
ら
が

販
売
し
て
い
ま
す
。
お
求
め
は
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
に
同

封
（
メ
ー
ル
の
場
合
は
添
付
）
さ
れ
て
い
る
、

購
入
申
込
み
用
紙
に
て
お
申
込
み
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
こ
の
用
紙
か
ら
お
申
込
み
の
場
合

は
、
通
常
の
販
売
価
格
よ
り
お
得
な
価
格
で
ご

購
入
で
き
ま
す
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
か
ら
も
ご

購
入
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
書
籍
の
ご
案
内

「
Ｂ
Ｍ
Ｗ
糞
尿
・
廃
水
処
理
シ
ス
テ
ム
」

Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
顧
問
の
長
崎
浩
氏
著
書

で
、
農
文
教
の
民
間
農
法
シ
リ
ー
ズ
か
ら
発
刊

さ
れ
て
い
る
、「
Ｂ
Ｍ
Ｗ
糞
尿
・
廃
水
処
理
シ

ス
テ
ム
」。
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
・
匠
集
団
そ
ら

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ョ
ッ
プ
で
ご
購

入
で
き
ま
す
。
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
の
バ
イ
ブ
ル
、
こ

の
機
会
に
是
非
、
お
求
め
下
さ
い
。

第３４回ＢＭＷ技術全国交流会
～発表記録集～

主催：第３４回ＢＭＷ技術全国交流会実行委員会
Bacteria Mineral Water Technology

『笑顔と絆が続く未来を求めて』
～身近な環境を見つめ、持続可能な「食」「農」「くらし」を切り拓こう～

2025年 11月 11日（火）～12日（水）
会場　ホテルクリスタルパレス（茨城県ひたちなか市）
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あ
い
コ
ー
プ
農
法
研
究
会
報
告

「
誰
も
が
有
機
農
産
物
を
食
べ
ら
れ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
」

〜
あ
い
コ
ー
プ
資
源
循
環
型
農
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

２
月
５
日
（
木
）、
宮
城
県
仙
台
市
秋
保
温

泉
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
水
戸
屋
に
て
、
２
０
２
５

年
度
あ
い
コ
ー
プ
地
場
生
産
者
研
修
会
が
開
催

さ
れ
、
あ
い
コ
ー
プ
み
や
ぎ
の
農
産
生
産
者
を

中
心
に
約
５
０
名
の
参
加
が
あ
り
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技

術
協
会
か
ら
伊
藤
幸
蔵
理
事
長
、
礒
田
有
治
理

事
、
事
務
局
の
秋
山
が
出
席
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
の
テ
ー
マ
は
、「
誰
も
が
有

機
農
産
物
を
食
べ
ら
れ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
〜

あ
い
コ
ー
プ
資
源
循
環
型
農
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
題
し
て
行
な
わ
れ
、
あ
い
コ
ー
プ
農

法
研
究
会
（
地
場
生
産
者
の
中
で
も
宮
城
県
内

の
生
産
者
に
よ
る
研
究
会
）
が
行
な
っ
て
き
た
、

「
あ
い
コ
ー
プ
資
源
循
環
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

３
年
間
の
総
括
と
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
の
報

告
と
、
新
潟
県
阿
賀
野
市
か
ら
夢
の
谷
フ
ァ
ー

ム
（
新
潟
県
阿
賀
野
市
）
の
石
塚
美
津
夫
さ
ん

を
迎
え
て
の
基
調
講
演
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

◎
あ
い
コ
ー
プ
農
法
研
究
会
活
動
報
告

あ
い
コ
ー
プ
農
法
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

座
長

西
塚
忠
樹

あ
い
コ
ー
プ
資
源
循
環
型
農
業
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
３
年
間
の
取
り
組
み
を
一
区
切
り

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
報
告
、
成
果
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

・
ち
ょ
う
ど
３
年
前
、
秋
保
の
近
く
の
森
で
山

土
を
堀
り
出
す
と
こ
ろ
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
ス
タ
ー
ト
し
、
Ｂ
Ｗ
Ｍ
技
術
協
会
の

協
力
を
得
な
が
ら
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
。

・
一
か
ら
皆
で
種
菌
、
堆
肥
づ
く
り
を
一
緒
に

学
び
、
有
機
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
き
た
。

・
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
で
手
に

入
る
資
源
を
活
用
し
て
堆
肥
を
作
っ
た
が
、

全
体
的
に
目
標
と
し
て
い
た
Ｃ
Ｎ
比
１５
〜

１８
に
届
か
な
か
っ
た
。
次
回
は
設
定
値
を
高

め
（
２０
程
度
）
に
設
定
し
て
い
く
。

・
作
っ
た
堆
肥
を
施
用
し
て
栽
培
を
は
じ
め
、

す
ぐ
に
は
結
果
は
出
て
い
な
い
が
、
作
物

に
よ
っ
て
は
収
量
が
伸
び
て
き
た
と
こ
ろ
、

虫
害
が
減
っ
た
と
こ
ろ
な
ど
も
あ
る
。

・
引
続
き
、
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
、

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
取
り
組
み
を
続
け

て
い
き
た
い
。

・
２
０
２
６
年
度
は
堆
肥
施
用
に
よ
る
栽
培
実

験
、
応
用
型
生
物
活
性
水
の
活
用
な
ど
の
新

た
な
取
り
組
み
を
加
え
、
引
続
き
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技

術
協
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
取
り
組
み
を
継

続
し
て
い
く
。

【
２
０
２
６
年
度
活
動
方
針
】

①
土
壌
の
改
善
（
微
生
物
量
、
微
生
物
相
、
性

質
、
適
正
な
ミ
ネ
ラ
ル
量
）
や
作
物
の
収
穫

量
・
品
質
の
向
上
、
病
害
虫
対
策
等
、
目
的

に
沿
っ
た
堆
肥
づ
く
り
。

②
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
の
再
考
と
応
用
技
術
の
習
得

（
堆
肥
づ
く
り
、
生
物
活
性
水
の
葉
面
散
布

用
や
水
田
用
の
岩
石
設
置
な
ど
）
を
目
的
と

し
、
検
証
を
行
っ
て
い
く
。

③
堆
肥
づ
く
り
の
た
め
の
資
源
確
保
の
仕
組
み

づ
く
り
（
生
協
産
直
メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
を

強
化
、
資
源
の
一
時
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
検

討
な
ど
）
を
構
築
す
る

次
に
講
師
と
し
て
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携

わ
っ
て
き
た
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
理
事
の
礒
田

有
治
氏
よ
り
、
西
塚
氏
の
補
足
と
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
提
案
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

・
各
産
地
と
も
、
作
物
栽
培
に
お
け
る
土
づ
く

り
の
重
要
性
と
そ
の
基
礎
と
な
る
堆
肥
づ
く

り
の
技
術
に
つ
い
て
学
習
し
、
堆
肥
づ
く
り

が
緒
に
つ
い
た
。

・
地
域
資
源
調
査
で
は
、
畜
産
系(

牛
・
豚
・
鶏
・

馬
）、
植
物
系
（
も
み
殻
、
米
糠
、
廃
菌
床
、

ワ
カ
メ
残
渣
、
醤
油
カ
ス
）
資
源
と
し
て
多

種
多
様
な
も
の
が
活
用
で
き
る
。

・
あ
い
コ
ー
プ
み
や
ぎ
産
直
食
品
メ
ー
カ
ー
の

加
工
残
渣
と
し
て
、
オ
カ
ラ
、
醤
油
カ
ス
等
、

多
様
な
地
域
資
源
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
こ
れ
ら
を
有
効
活
用
す
る
仕
組
み
の
構

築
に
よ
り
、
持
続
可
能
な
地
域
資
源
循
環
型

農
業
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

・
堆
肥
づ
く
り
施
設
が
あ
る
の
は
七
郷
ク
ロ
ー

バ
ー
ズ
フ
ァ
ー
ム
、
ひ
な
た
農
場
、
あ
い

ち
ゃ
ん
牧
場
と
３
施
設
に
限
ら
れ
て
い
る
。

他
の
生
産
地
で
は
施
設
が
な
い
た
め
、
堆
肥

製
造
量
が
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
。
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
程
度
の
施
設
で
も
、
堆
肥
製
造

に
は
充
分
可
能
な
た
め
、
各
産
地
で
の
施

設
設
置
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

◎
基
調
講
演
「
有
機
農
業
と
生
協
産
直
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
食
農
ネ
ッ
ト
さ
さ
か
み

夢
の
谷
フ
ァ
ー
ム　
　
　
　

石
塚
美
津
夫

石
塚
氏
が
阿
賀
野
市
笹
神
地
域
で
取
り
組
む

資
源
循
環
型
有
機
農
業
と
、
旧
Ｊ
Ａ
さ
さ
か
み



５ AQUA No.399 MAR. 2026

第
３５
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
全
国
交
流
会
は
、

１１
月
２５
日
（
水
）
〜
２６
日
（
木
）、

「
岡
山
県
岡
山
市
」
で
開
催
し
ま
す
。

昨
年
開
催
さ
れ
た
、
第
３４
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
全

国
交
流
会
に
て
、
恒
例
と
な
っ
て
い
た
次
回
の

開
催
地
の
発
表
が
事
情
に
よ
り
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
た
め
全
国
交
流
会
が
終
わ
っ
た
後
、

岡
山
県
の
三
美
産
業
、
そ
し
て
西
日
本
Ｂ
Ｍ
Ｗ

技
術
協
会
と
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
連
合
会
と
話
し

を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
岡
山
で
の
開
催
を

決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
は
、
三
美
産
業
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
お
か
や
ま
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
連
合
会
、
西

日
本
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
で

構
成
し
ま
す
。
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、

４
月
１６
日
（
木
）
に
開
催
予
定
。
交
流
会
に
向

け
準
備
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。
日
程
と
会
場

は
す
で
に
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
保
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
開
催
概
要
（
決
定
事
項
の
み
）

日
時
１１
月
２５
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

◎
午
後
〜
交
流
会
・
懇
親
会

　
　

       

２６
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

◎
午
前
中
〜
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　

午
後
〜
オ
プ
シ
ョ
ン
視
察

会
場
：
岡
山
国
際
ホ
テ
ル
（
岡
山
県
岡
山
市
）

今
後
、
実
行
委
員
会
や
学
習
会
の
報
告
な
ど
、

Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
「
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
全
国
交
流
会
へ
の
道
」

で
報
告
を
し
て
い
き
ま
す
。

開
催
案
内
は
７
月
下
旬
に
皆
様
の
お
手
元
に

お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

と
パ
ル
シ
ス
テ
ム
と
の
産
直
交
流
の
歴
史
と
取

り
組
み
つ
い
て
の
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

・
水
稲
８
．
５
ｈａ
、
エ
ゴ
マ
・
ラ
イ
麦
２
．
５

ｈａ
、
年
間
有
機
の
自
給
率
７２
％

・
地
域
に
あ
る
未
利
用
資
源
を
探
し
出
し
、
可

能
な
限
り
活
用
し
て
い
く
こ
と
で
、
多
種
多

様
な
土
着
菌
（
石
塚
菌
）
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
。

・
消
費
者
と
田
畑
で
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

農
と
食
の
結
び
つ
き
の
大
切
さ
を
感
じ
て
も

ら
い
、
一
緒
に
作
業
を
す
る
こ
と
で
お
互
い

の
理
解
を
深
め
て
き
た
こ
と
。

・
こ
れ
か
ら
は
学
校
給
食
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

た
だ
食
材
を
供
給
す
る
の
で
は
な
く
、
子
供

達
と
一
緒
に
作
っ
て
い
く
こ
と
で
、
自
分
の

食
べ
物
を
自
分
で
作
る
こ
と
が
大
事
。

◎
総
評Ｂ

Ｍ
Ｗ
技
術
協
会

理
事
長

伊
藤
幸
蔵

最
後
は
伊
藤
幸
蔵
理
事
長
が
総
評
を
行
な
い

ま
し
た
。

・
あ
い
コ
ー
プ
資
源
循
環
型
農
業
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
や
社

会
情
勢
を
考
え
る
と
、
と
て
も
重
要
。

・
地
域
内
、
生
協
内
で
資
源
が
循
環
し
、
人
も

循
環
し
て
い
く
。
生
産
者
だ
け
で
は
な
く
、

消
費
者
（
組
合
員
）
の
皆
さ
ん
に
も
是
非
こ

の
取
り
組
み
に
加
わ
っ
て
ほ
し
い
。

◎
２
月
６
日
（
金
）
現
地
視
察
と
堆
肥
の
確
認

翌
日
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
堆
肥
を
製

造
し
た
３
生
産
者
を
訪
問
、
堆
肥
と
圃
場
視
察

を
行
な
い
ま
し
た
。

訪
問
し
た
の
は
、
秋
保
ゆ
う
き
の
会
、
七
郷

ク
ロ
ー
バ
ー
ズ
フ
ァ
ー
ム
、
大
郷
グ
リ
ー
ン

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
で
、
現
状
確
認
と
２
０
２
５
年

度
の
取
り
組
み
の
振
り
か
え
り
、
２
０
２
６
年

度
に
向
け
て
の
堆
肥
作
り
な
ど
に
つ
い
て
打
合

せ
を
行
な
い
ま
し
た
。
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フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
ク
ラ
ブ
雪
月
花 （ 

北
海
道 

）

         

　
　
北 

畑 

和 

男  

さ 

ん

　

北
畑
和
男
さ
ん
は
、
１
９
６
８
年
２
月
生

ま
れ
、
今
年
２
月
に
５８
歳
に
な
る
北
海
道
妹

背
牛
町
の
米
農
家
で
す
。
北
畑
家
は
宮
城
県

の
仙
台
市
近
辺
か
ら
北
海
道
深
川
市
に
、
祖

父
の
時
代
に
妹
背
牛
に
来
て
か
ら
３
代
目
だ

そ
う
で
す
。

　

妹
背
牛
小
学
校
、
妹
背
牛
中
学
校
に
行
き
ま

す
。
中
学
校
２
年
の
時
に「
後
を
継
ぐ
」と
言
っ

た
の
で
、
高
校
は
深
川
農
業
高
校
に
行
き
た
い

と
言
っ
た
そ
う
で
す
が
、
祖
父
も
父
も
「
バ
ス

代
が
・
・
・
」
と
い
う
こ
と
で
、
町
内
に
あ
る

妹
背
牛
商
業
高
等
学
校
に
進
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

高
校
の
時
も
稲
刈
り
、
は
さ
か
け
な
ど
、
農

作
業
を
し
て
か
ら
登
校
し
た
そ
う
で
す
。
学
校

が
終
わ
っ
て
も
農
作
業
を
手
伝
う
た
め
に
そ
の

ま
ま
自
宅
に
帰
り
ま
し
た
。
周
り
が
み
ん
な
遊

ん
で
い
た
の
で
、
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
商
業
高
校
な
の
で
簿
記
も
学
ん
だ

け
れ
ど
、
商
業
簿
記
と
農
業
簿
記
で
は
全
く
違

う
の
で
役
に
立
た
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。

　

１
９
８
５
年
、
高
卒
で

就
農
し
ま
し
た
。

―
―
そ
の
こ
ろ
の
様
子
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
こ
ろ
は
、
田
ん
ぼ

１２ 

ｈａ
に
養
豚
を
し
て
い
ま

し
た
。
田
ん
ぼ
は
稲
作
と

転
作
作
物
が
一
部
あ
り
ま

し
た
。
養
豚
は
自
分
が

生
ま
れ
た
時
に
は
、
も
う

や
っ
て
い
ま
し
た
。
規
模

は
小
さ
い
の
で
す
が
、
母

豚
は
４
〜
５
頭
、
年
間
７０

〜
１
０
０
頭
ぐ
ら
い
を

出
荷
す
る
一
貫
経
営
で
し

た
。
農
協
が
種
オ
ス
を

持
っ
て
い
て
、
母
豚
を
農

協
に
預
け
て
種
付
け
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
田
植
え
や
稲
刈
り

時
期
以
外
は
、
深
川
市
の

大
谷
種
苗
で
ア
ル
バ
イ
ト

豚
糞
堆
肥
、
あ
る
い
は
尿
を
稲
わ
ら
に
か
け
て

発
酵
さ
せ
て
堆
肥
と
し
て
使
っ
た
り
し
て
い
ま

し
た
。
養
豚
を
や
め
て
か
ら
は
堆
肥
・
肥
料
を

購
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
２６
歳
で
独
り

立
ち
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
田
ん
ぼ
の
作
業
で
は
最
初
苦
労
さ
れ
た
そ

う
で
す
ね
。

　

親
父
が
亡
く
な
っ
て
２６
歳
で
自
立
す
る
ま

で
、
主
に
自
分
は
畑
作
（
転
作
作
物
）
を
担
当

し
て
、
親
父
の
田
ん
ぼ
の
作
業
は
見
て
る
だ
け

で
、
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
代
搔

き
も
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
親
父

が
亡
く
な
っ
て
、
近
所
の
人
に
、「
代
搔
き
は

や
っ
た
こ
と
が
な
く
分
か
ら
な
い
」
と
話
を
し

た
ら
、
そ
の
人
も
忙
し
い
中
で
、
２
〜
３
時
間

来
て
く
れ
て
、
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の

年
は
、
代
搔
き
が
と
て
も
う
ま
く
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
翌
年
、
も
う
自
分
は
分
か
っ
た
つ
も
り

で
、
や
り
方
に
工
夫
を
し
て
し
ま
い
、
田
ん
ぼ

は
凸
凹
に
な
り
、
見
事
に
ダ
メ
で
し
た
。
３
年

目
は
、
教
え
て
も
ら
っ
た
と
お
り
に
し
て
う
ま

く
い
き
ま
し
た
。
今
、
私
が
代
搔
き
を
う
ま
く

で
き
る
の
は
、
そ
の
人
に
教
え
て
も
ら
っ
た
か

ら
で
す
。

　

３１
歳
で
結
婚
す
る
こ
ろ
は
、
一
人
で
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
細
か
な

と
こ
ろ
は
母
が
や
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
う
ま

く
い
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
種
ま
き
、
田
植

え
な
ど
の
管
理
は
母
が
や
っ
て
い
ま
し
た
。

―
―
で
は
、
結
婚
に
つ
い
て
、
子
ど
も
さ
ん
に

つ
い
て
も
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

結
婚
は
１
９
９
９
年
３１
歳
の
時
で
す
。
妻
と

は
滝
川
の
飲
み
屋
の
飲
み
友
達
で
す
。
店
の
人

が
「
付
き
合
え
」
と
い
う
の
で
、
５
年
く
ら
い

を
し
て
い
ま
し
た
。
大
谷
種
苗
は
、
大
雪
み
ど

り
と
い
う
枝
豆
の
品
種
を
独
自
育
成
す
る
な
ど

手
広
く
や
っ
て
い
る
会
社
で
、
私
は
種
や
ハ
ウ

ス
の
資
材
、
テ
ン
ト
な
ど
を
配
達
す
る
仕
事
を

し
ま
し
た
。
１
９
９
４
年
に
親
父
が
亡
く
な
り
、

１
人
で
全
部
や
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
こ
の

ア
ル
バ
イ
ト
は
や
め
ま
し
た
。

　

養
豚
も
や
め
ま
し
た
。
養
豚
は
父
の
仕
事
で

あ
り
、
い
ざ
自
分
で
や
ろ
う
と
し
た
ら
う
ま
く

で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
も
あ
り
ま
す
。
養
豚
は
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付
き
合
っ
て
い
ま
し
た
。
店
の
外
で
も
複
数
で

も
、
２
人
で
も
逢
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

彼
女
が
仕
事
を
辞
め
て
苫
小
牧
に
帰
り
ま
し

た
。
連
絡
は
取
り
合
っ
て
い
た
の
で
、
久
し
ぶ

り
に
と
い
う
こ
と
で
苫
小
牧
に
遊
び
に
行
き
ま

し
た
。

私
は
「
結
婚
を
意
識
し
て
付
き
合
っ
て
い
る
」

と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
彼
女
の
父

親
か
ら
「
ど
う
い
う
関
係
だ
」
と
言
わ
れ
て
、

結
婚
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
こ
れ
は
、
本

人
が
そ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
だ
け
で
、
社
会

的
に
は
、
付
き
合
い
↓
相
手
の
家
訪
問
↓
結
婚

の
通
常
の
レ
ー
ル
で
す
。）

妻
は
２
歳
下
で
す
。
子
ど
も
は
２
人
い
ま
す
。

長
男
は
２４
歳
、
高
卒
で
専
門
学
校
２
年
、
２０
歳

で
働
き
始
め
、
パ
ソ
コ
ン
の
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ

ラ
マ
ー
を
や
っ
て
い
ま
す
。
長
女
は
２２
歳
で
、

札
幌
す
す
き
の
の
ス
イ
ー
ツ
パ
フ
ェ
で
パ
テ
ィ

シ
エ
を
目
指
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

息
子
に
は
、
就
職
の
際
、「
１０
年
く
ら
い
は
そ

れ
を
や
っ
て
良
い
が
、
俺
が
６０
歳
〜
６５
歳
ま
で

に
は
あ
と
を
継
ぐ
か
ど
う
か
の
結
論
を
出
し
て

く
れ
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
息
子
は
後
を
継
ぐ

か
ど
う
か
悩
み
中
で
す
。
息
子
の
会
社
は
札
幌

で
す
が
、
一
緒
に
住
ん
で
お
り
、
自
宅
で
リ
モ
ー

ト
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
拘
束
さ
れ
る
時
間

以
外
で
田
植
え
だ
け
は
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
会
社
は
と
て
も
融
通
が
利
く
会
社
で
、

働
く
時
間
を
早
め
た
り
遅
く
し
た
り
も
で
き
ま

す
。

―
―
お
母
さ
ん
の
こ
と
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。

母
は
８７
歳
で
２
年
く
ら
い
前
に
施
設
に
入
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
祖
父
と
祖
母
の
介
護
は
全

部
母
が
や
り
ま
し
た
。
本
人
は
介
護
の
大
変
さ

が
わ
か
っ
て
い
る
の
で
、「
施
設
に
入
っ
て
も
よ

い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
い
ざ
そ
の
時
点

に
な
る
と
…
…
。

母
が
や
っ
て
い
た
田
植
え
や
稲
刈
り
の
段
取

り
の
仕
事
は
、
子
ど
も
が
手
を
離
れ
た
３５
歳
の

こ
ろ
に
は
妻
の
仕
事
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
雪
月
花
に
入
る
き
っ
か
け
と
そ
の
後
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
川
と
田
村
と
は
、
小
中
学
校
か
ら
一
緒
で

し
た
。
特
に
仲
が
良
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の

で
す
が
、
農
協
青
年
部
の
時
に
、
雑
談
の
中
で

肥
料
設
計
な
ど
の
話
が
出
た
ら
、
こ
っ
そ
り
自

分
で
も
試
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

養
豚
を
し
て
い
た
の
で
、
最
初
か
ら
「
有
機

栽
培
」
で
は
あ
り
ま
し
た
。
若
干
の
化
成
肥
料
、

魚
か
す
な
ど
も
使
っ
て
い
ま
し
た
。「
有
機
栽
培
」

は
主
に
は
コ
ス
ト
の
た
め
で
も
あ
り
ま
し
た
。

養
豚
を
や
め
て
堆
肥
が
な
く
な
っ
て
か
ら
は
魚

か
す
や
化
成
肥
料
な
ど
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。

雪
月
花
に
入
る
き
っ
か
け
は
、
２
０
１
０
年

こ
ろ
、
市
川
と
田
村
に
呼
ば
れ
て
、
飲
み
屋
に

行
き
、
雪
月
花
で
一
緒
に
や
ろ
う
と
い
う
話
で

し
た
。
話
を
聞
い
て
、「
有
機
な
ら
良
い
」
と

思
い
「
う
ん
」
と
言
い
ま
し
た
。
話
が
具
体
的

に
な
り
、
米
沢
郷
牧
場
に
も
行
き
ま
し
た
。
伊

藤
幸
蔵
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
横
山
さ

ん
、
北
沢
さ
ん
な
ど
す
ご
い
人
に
出
会
い
ま
し

た
。「
東
北
は
お
っ
か
な
い
人
が
い
っ
ぱ
い
い
る

な
あ
、
ひ
ど
い
人
と
知
り
合
い
に
な
っ
た
な
あ
」

と
い
う
の
が
率
直
な
感
想
で
し
た
。

そ
し
て
、
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
が
、
全
有

機
肥
料
で
除
草
剤
１
回
の
栽
培
で
し
た
。
２
．

３
ｈａ
と
１
．

１
ｈａ
の
２
枚
の
田
ん
ぼ
で
や
り
ま
し

た
。
反
収
は
そ
れ
ま
で
よ
り
、
１
俵
く
ら
い
減

り
、
７
〜
８
俵
取
れ
ま
し
た
。
カ
メ
ム
シ
へ
の

対
処
法
と
肥
料
切
れ
対
処
に
苦
労
し
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
ま
で
は
ず
っ
と
除
草
剤
１
回
で
４

ｈａ
く
ら
い
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
か
ら
、（
２
０
２
５
年
も
）
除
草

剤
１
回
を
無
農
薬
に
し
ま
し
た
。
２
０
２
４
年

は
草
だ
ら
け
に
な
り
、２
０
２
５
年
は
１
枚
（
１
．

５
ｈａ
）
だ
け
草
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
代
搔
き

を
一
度
し
て
、
雑
草
（
ヒ
エ
）
の
芽
が
出
て
き

た
と
こ
ろ
で
再
度
代
搔
き
を
す
る
と
ヒ
エ
を

あ
る
程
度
減
ら
せ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
有
機
の
講
習
は
受
け
て
い
ま
す
。
雪

月
花
へ
の
出
荷
は
４
ｈａ
の
無
農
薬
米
だ
け
で
す
。

―
―
生
物
活
性
水
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い

ま
す
か
。

育
苗
に
使
う
と
根
張
り
が
良
く
な
り
ま
す
。

以
前
、
原
液
、
３
０
０
倍
希
釈
、
５
０
０
倍
希

釈
で
実
験
し
た
ら
、
５
０
０
倍
希
釈
が
一
番
良

か
っ
た
の
で
５
０
０
倍
希
釈
で
使
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
田
ん
ぼ
に
は
木
酢
液
を
ま
く
と
き

に
一
緒
に
希
釈
し
て
ま
く
と
木
酢
液
の
効
き
が

良
く
な
り
ま
す
。
大
豆
の
殺
菌
剤
に
生
物
活
性

水
を
使
う
と
効
き
す
ぎ
る
気
が
し
ま
す
。

―
―
個
人
で
直
販
し
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

４０
軒
く
ら
い
の
直
販
の
お
客
さ
ん
が
い
ま

す
。
個
人
で
食
堂
を
し
て
い
る
人
か
ら
の
注
文

も
あ
り
ま
す
。
年
間
で
３
０
０
俵
・
１８
ト
ン
く

ら
い
の
量
で
す
。
親
父
の
時
か
ら
で
、
お
客
さ

ん
の
中
に
は
２
世
代
に
渡
っ
て
買
っ
て
く
れ
て

い
る
人
も
い
ま
す
。

―
―
こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。

北
畑
家
の
農
業
と
い
う
こ
と
で
は
、
息
子
に

後
を
継
い
で
ほ
し
い
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
、
肥

料
が
高
い
の
で
、
コ
ス
ト
削
減
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
水
田
１４
ｈａ
、
畑
作
６

ｈａ
の
合
計
２０
ｈａ
で
す
が
、
水
田
の
４
ｈａ
だ
け
有

機
肥
料
を
使
っ
て
い
ま
す
。
全
面
積
を
有
機
肥

料
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

雪
月
花
に
つ
い
て
は
、
市
川
に
事
務
処
理
の

負
担
が
過
重
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
事
務
処
理

の
簡
素
化
と
、
決
め
ご
と
が
わ
か
る
よ
う
に
な

る
と
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
雪
月
花

で
堆
肥
場
も
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
、
若
い
世
代
の
や
り
た
い
人
が
増
え
て
く

る
と
良
い
で
す
。

◎
聞
き
手
西
日
本
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
宮
﨑
利
明
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発
行  

一
般
社
団
法
人
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会

Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
３
月
号

通
巻

号

【
２
月
の
活
動
】

１
日
〜
３
日　

第
３４
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
全
国
交
流
会

　

記
録
集
の
編
集
作
業

４
日　

山
梨
県
甲
府
市
で
開
催
さ
れ
た
、
や
ま
な

　

し
自
然
塾
の
賀
詞
交
換
会
に
出
席

５
日
〜
６
日　

宮
城
県
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
た
、

　

あ
い
コ
ー
プ
農
法
研
究
会
の
総
会
に
出
席

６
日　

大
分
県
中
津
市
の
耶
馬
渓
フ
ァ
ー
ム
に
て

　

定
例
建
設
会
議
に
出
席

９
日　

茨
城
県
水
戸
市
の
パ
ル
シ
ス
テ
ム
茨
城 
栃

木
会
議
室
に
て
第
３４
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
全
国
交
流
会

　

実
行
委
員
会
を
開
催

１６
〜
２０
日　

大
分
県
中
津
市
の
耶
馬
渓
フ
ァ
ー
ム

　

に
て
プ
ラ
ン
ト
機
器
設
置
工
事

１７
日　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
若
手

　

幹
事
会
を
開
催

１９
〜
２０
日　

宮
城
県
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
る
あ
い

コ
ー
プ
共
生
会
の
総
会
に
出
席

２１
日　

福
岡
県
宮
若
市
の
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
連
合

　

会
若
宮
物
流
セ
ン
タ
ー
に
て
プ
ラ
ン
ト
点
検

２１
日　

東
京
都
新
宿
区
の
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
で
開
催
さ
れ

　

た
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
理
事
会
に
出
席

２５
日　

山
梨
県
韮
崎
市
で
開
催
さ
れ
た
、
オ
ー
ガ

　

ニ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
ま
な
し
に
出
席

２６
日　

東
京
都
千
代
田
区
に
て
第
２５
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技

　

術
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

２７
日　

茨
城
県
内
に
て
茨
城
Ｂ
Ｍ
の
生
産
者
圃
場

　

を
視
察

　
　

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
で
開
催
さ
れ
る
グ
リ
ー

　

ン
コ
ー
プ
か
ご
し
ま
５０
周
年
に
出
席

【
３
月
の
予
定
】

２
日
〜
５
日　

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ネ
グ
ロ
ス
島
の
カ
ネ

　

シ
ゲ
フ
ァ
ー
ム
・
ル
ー
ラ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
プ

一般社団法人ＢＭＷ技術協会 　住所：〒102-0073 東京都千代田区九段北1-9-5 朝日九段マンション207 / TEL 03-5211-0681 / FAX 03-5211-0636

事 

務 

局 

だ 

よ 

り 

／ 

薬 

膳

　

ラ
ン
ト
点
検
と
理
事
会
に
出
席

４
日　

埼
玉
県
白
岡
市
の
パ
ル
シ
ス
テ
ム
埼
玉
・

　

白
岡
セ
ン
タ
ー
、
飯
能
市
の
生
活
ク
ラ
ブ
た
ま

　

ご
飯
能
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
に
て
プ
ラ
ン
ト
点
検

６
日　

大
分
県
中
津
市
の
耶
馬
渓
フ
ァ
ー
ム
に
て

　

定
例
建
設
会
議
に
出
席

１３
日　

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
の
パ
ル
シ
ス
テ
ム
連

　

合
会
・
岩
槻
セ
ン
タ
ー
、
蕨
市
の
パ
ル
シ
ス
テ

　

ム
埼
玉
・
蕨
セ
ン
タ
ー
に
て
プ
ラ
ン
ト
点
検

１７
日　

岡
山
県
高
梁
市
の
き
じ
ま
る
堆
肥
セ
ン

　

タ
ー
、
井
原
市
の
食
肉
加
工
セ
ン
タ
ー
に
て
プ

　

ラ
ン
ト
巡
回

１８
日　

山
形
県
村
山
市
の
パ
ル
・
ミ
ー
ト
山
形
事

　

業
所
に
て
プ
ラ
ン
ト
点
検

１９
日　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
常
任

　

理
事
会
と
匠
集
団
そ
ら
取
締
役
会
を
開
催

２６
日　

千
葉
県
船
橋
市
の
パ
ル
シ
ス
テ
ム
千
葉
に

　

て
、
千
葉
Ｂ
Ｍ
技
術
協
会
主
催
の
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術

　

学
習
会
に
参
加

２６
〜
２７
日　

高
知
県
南
国
市
の
高
知
農
業
高
校
、

　

四
万
十
町
の
十
和
堆
肥
セ
ン
タ
ー
、
高
知
市
の

　

夢
産
地
と
さ
や
ま
開
発
公
社
土
づ
く
り
セ
ン

　

タ
ー
に
て
プ
ラ
ン
ト
点
検

４
月
９
日　

Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
常
任
理
事
会
、
匠

　

集
団
そ
ら
株
主
総
会
を
開
催

■
事
務
局
長
の
呟
き

　

今
月
は
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
の
お
届
け
が
諸
事
情
に
よ
り

遅
く
な
っ
て
し
ま
い
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

花
粉
症
の
方
に
は
辛
い
時
期
が
来
て
し
ま
い
ま

し
た
。
私
も
そ
の
一
人
で
す
が
、
お
酒
を
控
え
、
体

を
冷
や
さ
ず
、
睡
眠
を
十
分
に
取
る
と
幾
分
違
う

気
が
し
ま
す
。
皆
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
？　

A
C
T
IV
IT
Y
&
P
L
A
N
S

事
務
局
だ
よ
り 

2026年
2月
FEB
Ｉ

2026年
3月
MAR

Bacteria
Mineral
Water

ＢＭＷ
技術協会
＆

匠集団そら

 　　
薬 

膳 

の 

話  　

   

〜  

つ
ぶ
貝  

〜

　

立
春
（
２
月
３
日
）
か
ら
春
分
（
３
月
２０
日
）

に
か
け
て
は
、
陽
気
を
補
充
す
る
養
生
「
養
陽
〜

よ
う
よ
う
」
を
心
が
け
、
身
体
を
温
め
る
牛
肉
、

海
老
、
マ
グ
ロ
、
紫
蘇
、
ニ
ラ
、
ニ
ン
ニ
ク
、
ネ
ギ
、

ほ
う
れ
ん
草
、
菜
の
花
や
根
菜
類
を
取
り
ま
す
。

　

肝
臓
の
働
き
が
活
発
に
な
る
季
節
で
す
。
肝
臓

は
蓄
え
た
血
を
全
身
に
送
り
、
身
体
の
疲
れ
を
取

り
、
精
神
の
苛
立
ち
を
抑
え
、
目
と
筋
肉
・
筋
に

栄
養
や
潤
い
を
与
え
て
い
ま
す
。　
　
　
　

　

春
先
は
適
度
な
甘
味
が
肝
臓
の
働
き
を
助
け
ま

す
。
酸
味
を
少
な
目
に
し
て
、
辛
味
を
加
え
る
と
、

肝
臓
の
気
の
流
れ
を
良
く
す
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。
辛
味
の
食
材
は
、シ
ョ
ウ
ガ
、ネ
ギ
、ニ
ン
ニ
ク
、

パ
ク
チ
ー
、
ミ
ン
ト
、
ニ
ラ
、
コ
シ
ョ
ウ
、
唐
辛
子

な
ど
で
す
。

　

ツ
ブ
貝
は
、
エ
ゾ
バ
イ
科
に
属
す
る
巻
貝
の
一

種
で
す
が
、
灯
台
バ
イ
貝
や
真
ツ
ブ
貝
、
白
バ
イ

貝
な
ど
の
中
型
巻
貝
の
全
て
が
「
ツ
ブ
」
と
呼
ば

液
腺
を
除
い
て
か
ら
調
理
し
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
で

見
か
け
る
小
型
の
灯
台
ツ
ブ
は
無
毒
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
唾
液
腺
の
取
り
方
が
添
え
て
あ
る
場
合

は
、
処
理
し
て
か
ら
使
い
ま
す
。
主
に
北
海
道
の

寒
冷
な
海
で
ゆ
っ
く
り
と
育
つ
た
め
、
身
が
引
き

締
ま
り
、
歯
ご
た
え
が
あ
り
旨
味
が
濃
厚
な
の
が

特
徴
で
、
旬
は
冬
か
ら
春
で
す
。

　

四
気
は
「
寒
」、
五
味
は
「
甘
」、
帰
経
は
「
肝

臓
」
で
す
。
貝
類
は
、
高
た
ん
ぱ
く
低
脂
肪
、
亜

鉛
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
で
、

免
疫
機
能
を
高
め
た
り
新
陳
代
謝
を
促
し
た
り
し

ま
す
。
ま
た
、
身
の
先
に
付
い
て
い
て
苦
味
と
コ

ク
の
あ
る
肝
に
は
、
清
熱
作
用
が
あ
り
ま
す
。
目

の
疲
れ
を
取
り
、視
力
や
か
す
み
を
改
善
す
る
「
明

目
〜
め
い
も
く
」
と
言
う
作
用
も
あ
り
ま
す
。

●
ツ
ブ
貝
の
煮
つ
け

①
３
％
の
食
塩
水
に
一
晩
漬
け
て
砂
抜
き
を
し
、

　

冷
水
で
よ
く
洗
っ
て
汚
れ
を
落
と
す
。

②
鍋
に
貝
と
酒
大
２
，
み
り
ん
大
１
，
醤
油
大
１

　

を
入
れ
、
ひ
た
ひ
た
に
水
を
加
え
て
落
し
蓋
を

　

し
て
中
火
に
か
け
る
。

③
沸
騰
し
た
ら
ア
ク
を
取
り
、
弱
火
に
し
て
１０
分

　

程
煮
て
火
を
止
め
る
。
煮
汁
を
貝
の
口
に
注
ぎ
、

　

そ
の
ま
ま
冷
め
る
ま
で
置
い
て
お
く
。

◎
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
事
務
局　

佐
々
木
エ
リ
カ

　

北
京
中
医
薬
大
学
日
本
校
薬
膳
養
成
学
科
卒
業

　

中
医
薬
膳
士
、
総
合
漢
方
研
究
会
会
員

146

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
巻
貝

の
古
名
「
螺
〜

ツ
ビ
」
か
ら
来

て
い
る
よ
う
で

す
。
エ
ゾ
バ
イ

科
の
も
の
は
唾

液
腺
に
毒
（
テ

ト
ラ
ミ
ン
）
を

含
む
た
め
、
唾


